
Ｎ０．３３５ 佐 井 村 村 民 憲 章

１。学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。

１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。

１．自然を守り、人を愛し
心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。。
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厦カメラでカツと ヂ浦 夕氷度吝φφ学葆光画尠会

今
年
も
村
内
各
地
で
、
平
成
弟
年
度
の
運
動
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
、
地
区
合
同
心
運
動
会
と

い
う

形
で
行
わ
れ
た
学
校
も
あ
り
、。
学
校
と
地
区
の
方
が
一

緒
に
な
り
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

’

あ
の
シ
ー
ン
を
も
う
一
度
…
…
。



設

立

さ

れ

た

経

緯

は

？

こ
の
「
手
づ
く
り
マ
ー
ト
」
は
、

拮

兀
の
産
物
、
資
源
を
活
用
し
、

ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か
し
た
付
加
価

値
の
高
い
製
品
を
観
光
客
や
地
元

の
皆
さ
ん
に
提
供
し
、
魅
力
あ
る

産
業
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
い
う
願
い
か
ら
始
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

運

営

方

法

は

？

運
営
に
つ
い
て
は
、
「
佐
井
村

手
づ
く
り
マ
ー
ト
推
進
協
議
会
設

置
要
領
」
と
「
手
づ
く
り
マ
ー
ト

規
約
」
に
基
づ
き
、
参
加
者
が
自

主
的
に
運
営
し
て
も
ら
い
ま
す
。

こ
の
手
づ
く
り
マ
ー
ト
に
は
、

現
在
、
十
団
体
が
参
画
し
て
お
り
、

開
設
運
営
資
金
と
し
て
、
参
画
団

体
か
ら
一
万
円
ず
つ
拠
出
し
て
も

ら
い
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

現

在

の

参

画

団

体

は

り
い

・
イ
カ
軍
団

代

表

聿

田

み

っ

・
下
北
農
協
佐
井
支
所
女
性
部

部

長

竹

内

米

子

・
あ
じ
さ
い
の
会

代

表

金

沢

愛

子

・
佐
井
漁
協
婦
人
部

部

長

若

山

美
奈
子

・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会

長

藤

田

重

良

・
身
体
障
害
者
協
議
会

会

長

若

山

正

・
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

代

表

工

藤

ア

サ

・
川
目
林
産
加
工
組
合

組
合
長

工

藤

ア

サ

・
裂
織

代

表

川

岸

延

子

・
陶
芸
グ
ル
ー
プ

代

表

藤

田

幸

雪

協
議
会
に
参
加
し
た
い
が
？

こ
れ
か
ら
、
参
加
を
希
望
し
た

い
人
は
、
個
人
加
入
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
現
在
参
画
さ

れ
て
い
る
団
体
へ
加
入
す
る
か
、

新
た
な
団
体
を
組
織
し
て
参
加
し

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
商
品
（
製
品
）
づ
く
り

に
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
意
欲
的
な

皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

利

用

さ

れ

る

方

へ

・
開
設
期
間

六
月
～
十
月
ま
で
（
毎
日
）

・
開
設
時
間

午
前
十
時
～
午
後
三
時
ま
で

問

い

合

わ

せ

先

役
場
農
林
水
産
課



多喜川舞子 歌謡 ショ ー

１
ま
つ
り
開
始
に
先
立
ち
行
わ

れ
た
、
矢
越
地
区
の
御
神
楽
。

１
中

村
流
の
師
弟
の
皆
さ
ん
に

よ
る
芸
能
発
表

１
佐
井
婦
人
会
の
皆
ざ
ん
に
よ

る

作
佐
井
音
頭
”

漁
師
が

ブ
ナ
苗
木
植
樹

今
年
度
、
県
の
「
森
と
海
づ
く

り
運
動
推
進
事
業
」
の
指
定
を
受

け
、
。森
を
育
て
豊
か
な
海
を
つ

く
ろ
う
″
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

て
、
六
月
七
日
、
古
佐
井
焼
山
に

ブ
ナ
苗
木
干
九
百
水
を
植
樹
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
漁
師
、
漁
協
職
員
、

役
場
職
員
や
県
関
係
者
な
ど
六
十

五
人
が
ク
ワ
を
手
に
、
一
本
一
本

て
い
ね
い
に
植
え
ま
し
た
。

森
は
川
を
通
じ
て
海
と
つ
な

が
っ
て
お
り
、
鉄
分
等
の
栄
養
分

を
含
ん
だ
水
は
、
植
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
を
大
量
に
発
生
さ
せ
、
魚
介

類
の
成
育
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
こ
と
は
、
科
学
的
に
も
証
明
さ

れ
て
い
ま
す
。
漁
師
の
み
な
さ
ん

も
、
豊
か
な
海
の
再
現
を
願
っ
て

い
ま
し
た
。

村の中での 話題、できごと、

情報などをお待ちしています。

佐井村役場 企画調整課

広報担当までどうぞ。
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婦人講座「べこもち」づくり

奥

戸
地
区

生
活
改

善

グ

ル
ー
プ
か
ら
講
師
を
招
き
、

婦
人
講
座

で
は
初
め
て
の

「
べ
こ
も
ち
匸

づ
く
り
の
講

習
会
が
、
五
月
二
十
七
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な

色
の
つ
い
た
餅
を
幾
通
り
に

も
重
ね
合
わ
せ
て
出
来
上
が

る
花
模
様
は
、
ま
る
で
手
品

で
も
見
て
い
る
か
の
よ
う
に

参
加
者

を
感
動
さ
せ
ま
し

た
。
今
回
は
出
来
あ
が
っ
た

餅
を
各
自
持
ち
帰
り
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
昔
か
ら
伝
わ

る
風
習
を
、
今
後
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

防犯灯が寄贈さ れまし た

六
月
五
日
、
東
北
電
力
㈱

む
つ
営
業
所
と
㈱
ユ
ア
テ
ッ

ク
む
つ
営
業
所
の
各
所
長
が

来
村
さ
れ
、
街
路
灯
四
基
を

村
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
世
界
環
境

デ
ー
に
ち
な
み
「
新
し
い
明

る
い
街
づ
く
り
運
動
」
の
一

環
と
し
て
、
昭
和
四
十
四
年

か
ら
毎
年
各
市
町
村
へ
の
寄

贈
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
村
で
は
、
昨
年
度
ま
で
四

士

二
基
を
頂
き
、
こ
の
善
意

を
受
け
て
村
内
に
設
置
し
、

防
犯
や
子
ど
も
の
下
校
時
の

安
全
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

献 血

五
月
二
十
九
日
、
ア
ル
ザ

ス
前
で
、
「
全
献
血
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
献
血
で
は
二
百
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
が
二
十
本
、
四

百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
が
十
九
本

の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
血
液
セ
ン

タ
ー
で
は
、
全
血
液
型
の
血

液
が
不
足
し
て
い
ま
す
か

ら
、
今
後
も
皆
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
次
回
献
血
の
お
知
ら
せ

八
月
二
十
六
日
（
火
）

ア
ル
ザ
ス
前

卜ｌｅａｔｈｅｒ 夕も１１三（ｘ）；臾；言吾孝攵室

一 佐 井 の 印 夐 は ？－

私か下北に来てからもうすく气 年になります。中

学校を訪問したり、佐井村に滞在することができ大

変嬉しく思っています。佐井村の方々は私を温かく

迎えてくれ、みなさんと話をしたり、美しい海岸を

散歩することが何よりの楽しみです。

中学校の先生方や生徒たちは温かく親切で、毎回

訪問が楽しみです。生徒たちが楽しんで英語を勉強

できるようにがんばりたいと思います。



五
月
二
十
六
日
、
ア
ル
ザ
ス
を
会
場
に
平
成
九
年

度
佐
井
村
消
防
団
定
期
観
閲
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
観
閲
式
は
佐
井
村
が
郡
内
最
後
と
あ
っ
て
、

当
日
は
郡
内
各
市
町
村
長
を
け
じ
め
、
大
勢
の
来
賓

の
方
が
見
守
る
中
、
誇
り
高
き
勇
敢
な
佐
井
村
消
防

団
、
総
勢
百
八
十
五
名
の
団
員
が
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
披
露
し
、
消
防
意
識
の
高
揚
を
訴
え
ま
し
た
。

式
で
は
、
殉
職
消
防
職
団
員
に
対
し
て
の
黙
禧
に

始
ま
り
、
服
装
・
機
械
器
具
の
通
常
点
検
や
纏
い
振

り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
海
上
自
衛
隊
大
湊
音
楽
隊
を
先
導
に
行
わ

れ
た
分
列
行
進
、
ポ
ン
プ
操
法
で
は
標
的
を
ね
ら
い

実
際
に
放
水
し
、
ま
た
、
一
斉
放
水
で
は
、
下
北
で

初
の
お
目
見
え
と
な
っ
た
水
爆
ホ
ー
ス
で
は
五
色
の

放
水
を
行
い
、
見
学
者
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

消
防
団
員
は
普
段
は
自
分
の
仕
事
を
す
る
傍
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
団
員

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
…
…
。

▲海上自衛隊大湊音楽隊の みな さん

４

い
づ

れ

は

僕

も

消

防

団

／

（
保

育

所

幼

年

消

防

ク

ラ

ブ

）

爿
厳
粛

な
ム
ー
ド
の
中
行

わ
れ
た
纏

い
振

り
／・

１

一
発
命
中

／
‘標

的
を
目
掛
け
放
水
ｙ
。



消

防

功

労

者

表

彰

○
青
森
県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

第
二
分
団

団

員

七

戸

守

ク

鹿

島

伸

三

第
四
分
団

副
分
団
長

舘

脇

守

敬

第
五
分
団

部

長

横

浜

武

第
六
分
団

班

長

緇

間

直

文

○
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

勤
続
章

本

団

部

長

岡

本

秀

雄

第
二
分
団

分

団

長

津

田

勝

良

副
分
団
長

松

谷

喜
久
男

部

長

奥

本

次

男

○
青
森
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章

本

団

部

長

岡

本

秀

雄

第
二
分
団

分

団

長

津

田

勝

良

副
分
団
長

松

谷

喜
久
男

部

長

奥

本

次

男

第
五
分
団

分

団

長

福

田

茂

部

長

田

中

勝

好

勤
功
章

第
一
分
団

分

団

長

田
名
部

久

第
三
分
団

分

団

長

田

中

岩

男

永
年
勤
続
章
二
十
五
年
以
上

第
二
分
団

団

員

七

戸

守

ク

鹿

島

伸

三

第
四
分
団

副
分
団
長

舘

脇

守

敬

第
五
分
団

部

長

横

浜

武

第
六
分
団

班

長

細

間

直

文

永
年
勤
続
章
二
十
年
以
上

第
三
分
団

団

員

万

谷

安

雄

第
四
分
団

団

目
］

宮

木

勝

夫

第
五
分
団

班

長

田

中

勝

年

ク

横

浜

英

毅

ク

田

中

友

市

ク

横

浜

弘

々

新

田

辰

男

ク

磯

川

光

秋

ク

横

浜

茂

ク

東

出

一

夫

第
八
分
団

団

員

山

本

秀

志

永
年
勤
続
章
十
五
年
以
上

第
二
分
団

団

目
］

島

野

優

第
五
分
団

団

員

横

浜

亨

第
五
分
団

団

員

新

田

定

敏

ク

新

田

雄

逸

第
七
分
団

団

員

柳

田

照

雄

第
八
分
団

団

員

宮

部

庄

次

々

長
谷
川

秀

仁

永
年
勤
続
章
十
年
以
上

第
一
分
団

前

団

員

川

岸

誡

一

団

ロ
ー

須

藤

稔

々

山

本

修

ク

中

村

政

夫

ク

竹

内

芳

規

ク

樋

囗

鋭

○
青
森
県
消
防
協
会

む
つ
下
北
支
部
長
表
彰

優
良
団
員
章

本

団

部

長

岡

本

秀

雄

第
一
分
団

班

長

阿

部

武

悛

第
二
分
団

団

目
］

宮

野

順

一

第
三
分
団

部

長

佐

藤

信

夫

第
七
分
団

部

長

田

中

害ｔ

吉

第
八
分
団

団

員

竹

内

栄

一

〇
佐
井
村
長
表
彰

感
謝
状
贈
呈
（
永
年
勤
続
退
団

者
）本

団

前
副
団
長

島

野

芳

丈

四
十
年
勤
続

第
一
分
団

前

団

員

川

岸

広

二
十
一
年
以
上

ク

川

岸

誡

一

十
年
勤
続

第
三
分
団

前

部

長

鹿

島

秋

夫

二
十
八
年
勤
続

前

団

員

木

部

正

樹

二
十
一
年
勤
続

第
六
分
団

前
分
団
長

大

阪

隆

三
十
二
年
勤
続

前

団

員

池

田

三

男

二
十
一
年
勤
続

第
七
分
団

前

団

員

田

中

孝

一

二
十
六
年
勤
続

感
謝
状
贈
呈
（
消
防
協
力
者
）

野

宮

秀

子

古
佐
井

畠

中

猛

大
佐
井

金

井

正

男

福

浦

横

浜

満

義

磯

谷

竹

内

典

和

古
佐
井

中

島

清

ク

能

登

義

彦

ク

き

ゑ

ク

誠

ク

金

澤

弘

泰

大
佐
井

東

出

正

古
佐
井

新

田

常

雄

磯

谷

工

藤

巖

む
つ
市

根

岸

守

原

田

小
笠
原

浩

子

大
佐
井

高

橋

利

幸

原

田



生
ま
れ
変
わ
っ
た

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

六
十
五
歳
以
上
の
方
な
ら
、
だ

れ
で
も
が
利
用
で
き
る
と
し
て
運

営
し
て
き
ま
し
た
あ
す
な
ろ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
で
す
が
、
も
と
も

と
寝
た
き
り
の
老
人
、
日
常
生
活

動
作
を
一
人
で
行
う
の
が
困
難
な

方
、
又
は
相
当
時
間
が
か
か
る
方
、

介
護
を
必
要
と
す
る
痴
呆
性
老
人

等
、
こ
の
よ
う
な
要
援
護
老
人
に

対
し
通
所
又
は
訪
問
に
よ
り
各
種

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
本

来
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
姿
な
の
で

す
。し

た
が
っ
て
、
だ
れ
で
も
が
利

用
で
き
る
と
し
た
今
ま
で
の
運
営

を
改
め
、
身
体
的
、
精
神
的
に
衰

え
の
目
立
つ
方
や
体
の
不
自
由
な

方
を
中
心
に
事
業
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

人
間
だ
れ
で
も
が
老
い
に
勝
つ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
だ
ん
だ
ん

衰
え
が
目
立
つ
で
し
ょ
う
。

そ
の
時
に
す
ぐ
手
助
け
が
で
き

る
よ
う
一
日
も
早
く
正
常
な
体
制

に
も
ど
す
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

み
な
さ
ん
の
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

可
審
査
基
準
図

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
ま
で
の
流
れ

利
用
決
定
ま
で
の
流
れ
を
簡
単

に
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
申
込
み
を

し
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
申
請
書
が

必
要
で
す
。
高
齢
者
生
活
福
祉
セ

ン
タ
ー
あ
す
な
ろ
内
の
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
支
援
セ

ン
タ
士

か
役
場
で
、
申
請
書
・

意
見
書
・
念
書
の
三
枚
を
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
と
念
書
に

記
入
も
れ
が
な
い
か
確
認
し
た

ら
、
主
治
医
（
病
院
に
か
か
っ
て

い
な
い
方
は
、
佐
井
診
療
所
で
か

ま
い
ま
せ
ん
）
の
意
見
書
を
添
え

て
、
支
援
セ
ン
タ
ー
か
役
場
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
が
確
認
で
き
た
ら
、
支
援

セ
ン
タ
ー
が
利
用
希
望
者
本
人
の

身
体
状
況
・
家
族
状
況
・
生
活
上

の
問
題
点
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い

ま
す
。
直
接
お
宅
へ
伺
っ
た
り
、

電
話
で
質
問
を
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

こ

れ
ら

の
調
査
結
果
を
も
と

に
、判
定
す
る
た
め
の
会
議
（
サ
ー

ビ
ス
検
討
部
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
会
議
に
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
・
役
場
・
診
療
所
・
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関
の
職
員
が

出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
情
報

を
交
換
し
あ
い
な
が
ら
審
査
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

審
査
は
左
図
の
順
番
で
行
わ
れ

ま
す
。
ま
ず
、
本
人
の
身
体
状
況

で
判
断
し
ま
す
。
要
援
護
老
人
と

は
、
介
護
の
必
要
な
寝
た
き
り
老

人
お
よ
び
、
基
本
的
な
日
常
生
活

動
作
を
一
人
で
行
う
こ
と
に
不
安

の
あ
る
方
を
い
い
ま
す
。
そ
れ
ら

の
方
と
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
方
、
ま
た
は
持
っ
て
い
な

く
て
も
、
そ
れ
に
準
じ
る
方
を
対

象
者
と
し
ま
す
。

次
に
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
状
態
で
判
断
し

ま
す
。
Ａ
Ｄ
Ｌ
と
は
、
着
替
え
・

食
事
・
入
浴
・
排
泄
・
移
動
な
ど

の
日
常
生
活
動
作
の
こ
と
で
、
こ

れ
ら
の
う
ち
の
ど
れ
か
に
介
助
か

必
要
な
方
を
対
象
者
と
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
独
り
暮
ら
し
で
健
康

状
態
に
不
安
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
方
な
ど
も
対
象
者
と
し
ま
す
。

以
上
の
項
目
に
該
当
し
な
か
っ

た
方
は
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が

却
下
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
一

度
却
下
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
も
う
利
用
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
状
況
が

変
わ
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

い
方
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
か
民
生

委
員
、
又
は
保
健
婦
へ
御
相
談
く

だ
さ
い
。

あすなろディサービス利用者基準



気 を つ け よ う

１６で１１１：中 毒 ？夕

”つ
け
な
い
・
増
や
さ
な
い
・

殺
す
”
さ
て
、
こ
れ
は
何
だ
と
思

い
ま
す
か
？

こ
の
三
つ
の
言
葉
の
上
に
つ
け

て
あ
て
は
ま
る
も
の
。
そ
れ
は
、

「
食
中
毒
菌
を
」
で
す
。

昨
年
は
み
な
さ
ん
も
ご
存
じ
の

と
お
り
、
病
原
性
大
腸
菌
「
Ｏ
－

１
５
７
」
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
的
に
小
さ
い
子
に
感
染
し
や

す
く
、
腎
臓
に
影
響
を
与
え
て
お

し
っ
こ
が
で
な
く
な
っ
た
り
、
腸

か
ら
出
血
を
お
こ
し
て
死
亡
す
る

人
も
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
む
し
暑
い
季
節
は
、

細
菌
の
繁
殖
に
は
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
。
０
１

１
５
７
だ
け
で
な
く
、

ほ
か
の
食
中
毒
に
も
な
ら
な
い
よ

う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

特
に
結
婚
式
な
ど
で
持
ち
帰
っ

た
料
理
は
、
要
注
意
で
す
。

二
歳
六
ヶ
月
児

歯
科
検
診
を

は
じ
め
ま
し
た

佐
井
村
の
三
歳
児
の
一
人
当
た

り
の
虫
歯
の
数
が
平
均
約
十
本

と
、
”県
内
で

ト
ッ
プ
″
と
い
う

こ
と
を
耳
に
し
て
い
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。

特
に
二
歳
と
三
歳
の
問
の
一
年

間
で
、
虫
歯
の
本
数
が
約
四
本
か

ら
十
本
と
急
増
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
今
年
の
四
月
か
ら
二
歳

六
ヶ
月
児
の
歯
の
検
診
を
は
じ
め

ま
し
た
。

一

対
象

二
歳
六
ヶ
月
に
達
し
た

子
供

■
日
時

個
別
通
知
し
ま
す
。

一

持
参
す
る
物

母
子
手
帳

■
内
容

剛
歯
科
検
診

白
歯
を
守
る
た
め
の
ア

ド
バ
イ
ス

五
月
の
歯
科
検
診
で

虫
歯
ゼ
囗
は

・ゝ

り
よ
う
す
け

岩

清

水

亮

喬

く
ん

（
古
佐
井
）

福
田

千

晴
ち
ゃ
ん

（
磯

谷
）

の
二
人
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
歯
み
が
き
や
お
や

つ
に
気
を
つ
け
て
き
れ
い
な
歯
を

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
虫
歯
の
あ
る
お
子
さ
ん

も
、
早
く
治
療
し
て
き
れ
い
な
歯

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
に
、
新
し
く
「
四
歳
・

六
歳
児
の
歯
科
誕
生
日
訪
問
」
を

は
じ
め
ま
し
た
。
内
容
は
四
歳
と

六
歳
の
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
に

お
じ
ゃ
ま
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

記
入
や
歯
を
守
る
た
め
の
お
話
を

し
た
り
し
ま
す
。
そ
の
時
は
お
世

話
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願

い
し
ま
す
。



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

交 通 安 全 教 室

六
月
九
日
、
佐
井
村

保
育
所
で
交
通
安
全
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
野
宮
部
長
か

ら
「
交
通
ル
ー
ル
を
学

び
、
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。」
と
お
話
し
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
交
通
安
全

に
関
す
る
紙
芝
居
で
、

子
供
た
ち
は
飛
び
出
し

の
こ
わ
さ
を
学
び
ま
し

た
。そ

し
て
実
際
に
保
育

所
か
ら
道
路
に
出
て
横

断
歩
道
の
渡
り
方
な
ど
、

日
常
生
活
に
欠
か
せ
な

い
交
通
ル
ー
ル
の
指
導

を
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
が
元
気
で

安
全
に
通
所
で
き
る
よ

う
、
み
な
さ
ん
も
注
意

し
て

あ
げ

て
く
だ

さ

い
。

ポ
ラ
ン

ー７
イ
ア
活
動

五
月
三
十
一
日
、
小
雨
の
中
、
願
掛
公
園

と
国
道
沿
線
で
、
下
北
信
用
金
庫
佐
井
支

店
・
佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会
合
同
で
の
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
ぽ
か
ん
か
け
祭
り
を
間
近
に
行

楽
客
の
交
通
事
故
防
止
と
、
き
れ
い
な
環
境

の
も
と
で
祭
り
等
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と

の
願
い
か
ら
、
ゴ
ミ
拾
い
の
清
掃
奉
仕
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

拾
い
集
め
た
ゴ
ミ
も
ゴ
ミ
袋
三
十
個
以
上

に
な
り
、
そ
れ
を
運
搬
す
る
ケ
ビ
ン
（

ウ
ス

管
理
人
の
若
山
さ
ん
も
大
忙
し
で
し
た
。

皆
さ
ん
、
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

き

れ

い

な

道

路

で

安

全

運

転

を

心

が

け

ま

し

よ

う

。

交 通 遺児等育成資金制度
ご
利
用
下
さ
い

自

動

車

事

故
対

策

セ

ン

タ
ー

で

は
、
交
通
遺
児
を
す
こ

や
か
に
育
成

す

る
た

め
に
資
金
を
無
利
子

で
お
貸

し
し
ま
す

。

■
利
用
で

き
る
方

自
動
車
事
故
で

保
護

者
を
亡
く

さ

れ
た
子
供
、
ま

た
は
、
重
度
後
遺

障

害

者
（
自
賠
責
保
険
の
一
級
上

二
級
）

に
認
定

さ
れ
た
方

の
子
供
を
現
在
扶

養
し

て
い
る
保
護
者

。

一

対
象

者

ゼ
ロ
歳

か
ら
肝
学
卒
業
ま

で
の
子

供■

申
込

者

子
供
を
扶
養
し

て
い
る
保
護
者

■

貸
付

金
額

一
時
金

一
五
二
、
〇
〇
〇
円

月

額

一
九
、
〇
〇
〇
円

入
学
支
度
金

四
三
、
〇
〇
〇
円

（
小

・
中
学
校
入
学
時
）

■

返
済
方
法

最
終
学
校
卒
業
後
、
割
賦
に
よ

る

二
十
年
以
内

の
均
等
返
済

※
自
動
車
事
故
に
よ
り
頭
部
ま
た
は

脊
髄
に
損
傷
を
受
け
、
常
時
介
護
を

必
要
と
す

る
重
度
後
遺
障
害
者
に
対

し

て
は
、
介
護
料
支
給
制
度
も
あ
り

ま
す

。

■

問
い
合
わ
せ
先

自
動
車
事
故
対
策
セ

ン
タ
ー

青
森
支
所

公
０

１
７
７
⑩
０
５
５
１



大
関
警
察
署

拔
并
駐
在
所

ＴＥＬ３８－２２１８

人

が
支
え
ら

れ
る

衝
突
時
の
ス
ピ
ー
ド
は
？

■
手
だ
け
で
は
支
え

ら
れ
な
い

衝
突
時
の
限
界
は

非
常
に
大
き
く
大
人

の
力
で
も
、
両
手
両

足
で
支
え
ら
れ
る
限

界
は
体
重
の
２
～
３

倍
程
度
で
、
時
速
７

キ
ロ
が
限
度
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
激
し

い
衝
撃
で
も
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
装
着
し
て

い
れ
ば
乗
員
を
守
っ

て
く
れ
る
の
で
す
。

一

同
乗
者
全
員
が
着
用
し
よ
う

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
ド
ラ
イ
バ
ー

だ
け
で
な
く
、
乗
っ
て
い
る
人
全

員
が
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

幼
児
に
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
、
シ
ー
ト
が
首
に
か
か

る
子
供
に
は
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
を

用
意
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

■
エ
ア
バ
ッ
ク
も
ベ
ル
ト
な
し
で

は
効
果
な
し

エ
ア
バ
ッ
ク
装
着
車
で
あ
れ
ば
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な
く
て

も
よ
い
と
考
え

る
人
が
い
ま
す
。

し
か
し
、
エ
ア
バ
ッ
ク
は
正
面

か
ら
の
強
い
衝
撃
の
み
作
動
す
る

も
の
で
す
。

エ
ア
バ
ッ
ク
は
あ
く
ま
で
補
助

装
置
で
あ
り
、
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
高
齢
運
転
者
講
習
の
実
施

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
高
齢

者
対
策
の
一
環
と
し
て
匸

咼
齡
者

（
お
お
む
ね
六
五
歳
以
上
）
に
対

し
て
個
別
的
か
ら
体
験
的
な
講
習

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
加
齢

に
伴
う
身
体
的
機
能
低
下
の
低
度

を
自
覚
さ
せ
る
と
と
も
に
、
こ
れ

に
応
じ
た
安
全
な
運
転
行
動
が
と

れ
る
よ
う
教
育
を
行
い
、
も
っ
て

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
を
防
正

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

受
講
は
任
意
（
無
料
）
で
す
が

同
講
習
を
受
講
し
た
こ
と
に
よ
り

更
新
時
講
習
の
免
除
と
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
駐
在

所
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
講
結
果
、
運
転
不
適
と
判
断

さ
れ
る
内
容
で
あ
っ
て
も
免
許
取

消
し
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

尚
、
道
路
交
通
法
一
部
改
正
に

よ
り
、
平
成
十
年
十
一
月
か
ら
七

五
歳
以
上
の
者
の
免
許
証
更
新
に

際
し
て
は
、
高
齢
者
講
習
が
義
務

付
け
と
な
り
ま
す
の
で
、
高
齢
運

転
者
講
習
と
区
別
さ
れ
ま
す
。

●

暴

力

団

相

談ニ
イ
サ
ン

ヤ

ク

ザ
ゼ
ロ

公

○

一

七

七
－

二

三
－

八

九

三

〇

顫

暴

力

追

放

青

森

県

民

会

議

近
年
、
我
が
国
と
周
り
の
国
々

と
の
経
済
格
差
等
を
要
因
と
し
て
、

就
労
を
目
的
と
す
る
外
国
人
の
入

国
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

法
律
に
違
反
し
て
滞
在
す
る
来

日
外
国
人
、
い
わ
ゆ
る
不
法
滞
在

者
は
、
こ
こ
六
年
間
で
約
三
倍
近

く
ま
で
増
加
し
て
お
り
、
一
度
入

国
す
る
と
住
居
や
就
職
先
を
転
々

と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

不
法
滞
在
者
に
よ
る
犯
罪
も
最

近
で
は
日
本
人
が
そ
の
被
害
者
と

な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
他
、

覚
せ
い
剤
等
の
薬
物
事
犯
も
急
増

し
て
お
り
、
不
法
滞
在
者
の
犯
罪

等
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
問
題
と
し
て
不
法

就
労
外
国
人
が
あ
り
ま
す
。

不
法
就
労
外
国
人
の
問
題
と
そ

の
原
因
は
主
に
斡
旋
ブ
ロ
ー
カ
ー

の
存
在
と
こ
れ
ら
を
雇
用
す
る
事

業
者
に
あ
り
、
最
近
で
は
こ
れ
に

目
を
つ
け
た
暴
力
団
が
介
入
し
て

い
る
と
い
う
事
実
も
あ
り
ま
す
。

・
不
審
な
外
国
人
を
見
か
け
た

・
外
国
人
が
労
働
し
て
い
る

な
ど
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。



お知らせ

コーナー

身

体

障

害

者

巡

回

診

査

身
体
障
害
者
の
巡
回
診
査
が
次

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

Λ
対
象
者
▽

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
新

規
に
受
け
た
い
方

・
障
害
の
程
度
が
変
わ
っ
た
と
思

わ
れ
る
方

・
補
装
具
の
交
付
ま
た
は
修
理
が

必
要
な
方

Λ
日

程
▽

・
整
形
外
科
…
七
月
七
日
（
月
）

む
っ
市
民
体
育
館

Λ
受
付
時
間
▽

午
前
九
時
～
午
前
十
一
時

Λ
持
っ
て
く
る
も
の
▽

印
か
ん
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

保
険
証

Λ
問
い
合
わ
せ
先
▽

役
場
住
民
福
祉
課
福
祉
係

な

く

そ

う

農

地

の

無

断

転

用

－

農
地
転
用
と
は
？
－

農
地
を
住
宅
、
工
場
地
、
山
林

な
ど
の
用
地
に
転
換
す
る
こ
と
で

す
。

・
最
近
、
農
地
の
埋
立
等
が
目
に

っ
き
ま
す
。

・
農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要

で
す
。

・
無
断
転
用
（
許
可
を
得
な
い
転

用
）
に
は
、
現
状
回
復
等
の
厳

し
い
措
置
が
な
さ
れ
ま
す
。

・
農
地
転
用
に
当
た
り
法
律
上
の

制
限
、
手
続
上
に
複
雑
な
問
題

も
あ
り
ま
す
か
ら
、
ま
ず
事
前

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・
財
産
の
所
有
権
移
転
及
び
相
続

等
の
相
談
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

Λ
問

い
合
わ
せ
先
▽

佐
井
村
農
業
委
員
会
事
務
局

タ

ー

ゲ

ッ

ト

バ

ー

ド

ゴ

ル

フ

大

会

が
ん
ば
（
簡
易
保
険
）
補
助
事

業
に
よ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
あ

な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

Λ
日
時
▽

八
月
三
日
（
日
）

Λ
場
所
▽

ア
ル
ザ
ス
横
し
お
さ
い
公
園

Λ
問
い
合
わ
せ
先
▽

村
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

昔
⑩
４
ｒ
Ｄ
０
６

「
家
庭
で
学
ふ
く
ら
し
と
物
価
」

受
講
者
募
集
の
お
知
ら
せ

物
価
と
は
一
体
何
で
し
ょ
う
？

物
の
値
段
は
ど
の
よ
う
に
し
て

決
ま
る
の
で
し
ょ
う
か
？

青
森
県
で
は
、
物
価
問
題
を
学

習
す
る
機
会
を
求
め
て
い
る
消
費

者
の
方
々
を
対
象
に
、
通
信
講
座

「
家
庭
で
学
ふ
く
ら
し
と
物
価
」

を
開
講
し
ま
す
。

家
庭
に
い
な
が
ら
、
だ
れ
で
も

気
軽
に
学
習
で
き
る
こ
の
通
信
講

座
で
、
物
価
に
関
す
る
基
礎
的
な

知
識
を
身
に
つ
け
、
家
計
や
地
域

の
活
動
の
た
め
に
役
立
て
て
み
ま

せ
ん
か
？

青
森
県
で
は
、
受
講
者
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

○
対
象

県
内
在
住
の
方

○
募
集
人
員

一
〇
〇
名

○

学
習

期
間

前

期

八

月

～
九

月

後

期

十

月

～
十

一
月

○

学

習

内

容

・
価

格

と
物

価

・

流

通

と

物

価

・
価

格

の
決

ま

り
方

・
法

律

と

物

価

・

国

際

化

と

物

価

・

環

境

と

物

価

・

物

価

の
安

定

○

受

講

料

無

料

○

申

込

。ｙ
Ｅ
切

七

月

十

五

日

○

申

込

先

県

庁

生

活

文

化

課

消

費

生

活

班

昔
０

１

７

７

⑩

１

１

１

１

内

線

３

５

２

５

時

短

相

談

コ

ー

ナ

ー

開

設

む

つ
労

働

基

準

監

督

署

で

は

七

月

三

十

一

日

ま

で

の
間

、

週

四

十

時

間

労

働

制

へ

の
対

応

の
た

め
の

時

短

相

談

コ

ー
ナ

ー
を

開

設

し

て

い
ま

す

。
相

談

を

ご
希

望

の
方

は

電

話

等

に

よ
り

申

込

み

の
上

、

来

署

し

て
下

さ

い

。

Λ

開
設

時
間

等
▽

月

曜

～
金

曜
（

祝
祭

日

を

除
く

）

午
前

八

時
三

十

分

～
午

後

五

時

Λ

問

い
合

わ

せ
先

▽

む

つ
労

働

基
準

監
督

署

む

つ
市

金

谷

ニ

ー
六
－

一
五

下

北
合

同

庁

舎

四

階

昔
⑩
Ｑ

．１）
１

りぺ）ａ
リ

電

話

線

切

断

防

止

に

ご

協

力

を

建
設
土
木
工
事
関
係
の
皆
さ
ん
、

工
事
中
に
誤
っ
て
電
話
線
を
切
断

し
ま
す
と
、
社
会
生
活
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
さ
ら
に
多

額
の
賠
償
金
を
負
担
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
電

話
線
の
切
断
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
無
料
で
「
工
事
立
会
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
道
路
の
掘
削
工

事
、
パ
イ
ル
の
打
ち
込
み
等
が
予

定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
必
ず
事

前
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ま
で
連
絡
し
、
地
下

埋
設
物
（
地
中
電
話
線
等
）
の
有

無
を
確
認
す
る
と
共
に
、
「
工
事

立
会
」
で
工
事
を
施
工
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
連
絡
先

㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
－

Ｔ
Ｅ
東
北
青
森
支
店

ａ

０
１
７
７
⑩
２
２
２
り乙



ご

存

じ

で

す

か

？

検

察

審

査

会

あ
な
た
は
検
察
審
査
会
を
ご
存

じ
で
す
か
。
検
察
審
査
会
は
検
察

官
が
あ
る
犯
罪
を
裁
判
に
か
け
な

か
っ
た
場
合
に
、
そ
の
犯
罪
の
被

害
に
あ
っ
た
人
や
犯
罪
を
告
訴
・

告
発
し
た
人
か
ら
の
「
あ
ん
な
悪

い
こ
と
を
し
た
の
に
処
罰
さ
れ
な

い
の
は
お
か
し
い
。
調
べ
な
お
し

て
ほ
し
い
。」
と
い
っ
た
申
立
に

基
づ
い
て
、
検
察
庁
か
ら
記
録
を

取
り
寄
せ
て
裁
判
に
か
け
た
方
が

よ
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

あ
な
た
の
周
り
に
交
通
事
故
や

詐
欺
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
て
悩
ん

で
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
検
察

審
査
会
は
そ
ん
な
方
の
相
談
に

の
っ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
し
、
相
談
・
申
立
て
・

審
査
等
の
費
用
は
一
切
掛
か
り
ま

せ
ん
。
検
察
審
査
会
は
栽
判
所
の

建
物
の
中
に
あ
り
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
婦
人
学
級
な

ど
で
制
度
に
つ
い
て
お
知
り
に
な

り
た
い
と
い
う
ご
希
望
が
あ
れ
ば

事
務
局
職
員
の
都
合
が
つ
く
限
り

説
明
に
伺
い
ま
す
の
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

青
森
検
察
審
査
会
事
務
局

（
青
森
地
方
裁
判
所
内
）

青

森

市

長

島

一

上

一
丁

二

六

公
０

１

７

７

⑩

５

３

５

１

内

線

２

５
↑
⊥
―
・
ｎ
乙
５

１
ｎ
乙

半

島

＆

半

島

ツ

ア

ー

参

加

者

募

集

こ

の
秋

、

津

軽

・
下

北

両

半

島

ヘ

フ

ェ

リ

ー

と
高

速

船

で
渡

っ

て

み
ま

せ

ん

か

。

津

軽

・
下

北
両

半

島

の
関

係

市

町

村

と
県

で

構

成
す

る

「
半

島

＆

半

島

ツ

ア

ー
実

行

委

員

会

」
で

は
、

こ

の
秋

の
「
半

島

＆

半

島

ツ

ア

ー
」

へ

の

参
加

者

二

百

名

を

募
集

し

て

い

ま

す

。

一
人

わ

ず

か
五

千

円

の

参

加

料

で
匸

萱
華

食

事

付

の

一
泊

二

日

の

旅

が
楽

し

め

ま
す

。

お
土

産

も
付

い

て
参

加

料

の
何

倍

も

お

得

な

ツ

ア

ー

で

す

。

ふ

る

っ

て

お

申

込

み

く
だ

さ

い

。

一

募

集
コ

ー

ス

（
五

コ

ー
ス

あ
り

ま
す

。
）

①
青

森

～
恐

山

～
仏

ケ
浦

コ

ー

ス

②
青

森

～
恐

山

～
尻

屋

崎

コ

ー

ス

③

中

里

～
仏

ケ

浦

～

恐
山

コ

ー

ス

④

む

つ

～
龍

飛

～
高

山

稲

荷

コ

ー

ス

⑤

脇

野

沢

～

高
山

稲

荷

～
三

内

丸

山

コ

ー

ス

■

募

集

定

員

各

コ

ー

ス

と

も
四

十
名

。
応

募

多

数

の

場
合

に

は

、
抽

選

と

な
り

ま

す

。

■

利

用

割
引

応
募
者
全
員
に
、
む
つ
湾
内
航

路
（
「
ほ
く
と
」
「
か
も
し
か
し

の
利
用
割
引
券
を
進
呈
し
ま
す
。

■
応
募
用
紙

県
庁
、
県
合
同
庁
舎
及
び
各
市

町
村
役
場
の
窓
口
等
に
置
い
て
あ

る
「
応
募
は
が
き
」
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切

八
月
十
一
日
（
月
）

（
当
日
消
印
有
効
）

■
問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
調
整
課

出

稼
ぎ

さ

れ

る
皆

さ

ん
へ

万
一
の
事
故
に
備
え
て

事
故
見
舞
金
給
付
制
度
に

加
入
し
ま
し
よ
う

○
加
入
で
き
る
方

一
ヶ
月
以
上
一
年
未
満
の
期
間

村
を
解
れ
て
仕
事
さ
れ
る
方
で
、

仕
事
が
終
わ
っ
た
後
に
再
び
帰
っ

て
く
る
方

（
常
雇
の
方
で
も
加
入
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

○
加
入
申
し
込
み
及
び
掛
金

村
の
窓
口
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
い
つ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

な
お
、
掛
金
は
村
で
負
担
し
ま

す
。
（
本
人
の
ほ
か
、
家
族
等
の
代

理
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

Ｏ
有
効
期
間

加
入
し
た
日
か
ら
一
年
間
で
す

○
見
舞
金
給
付
額

ＮＱＳＡＩ下北 からのお知らせ

『水稲 共済掛金等は納期内（７月末日）に納め まし ょう！！』

＊納期が過 ぎると掛金等の他 に年利１０．７５％の

延滞金を併せて納 入して頂 くこ とになります。

特典：集落完納（７月末日）には奨励金（２％）交付

詳しくはＮＯＳＡＩ下北 ２２－３２３６㈹までお尋ね下 さい。

○
問
い
合
せ
先

役
場
住
民
福
祉
課

五
月
三
十
一
日
付
け
消
印
の
封

書
に
よ
る
匿
名
希
望
、
三
十
七
歳

男
性
、
差
出
人
不
明
で
、
次
の
よ

う
な
内
容
の
投
書
が
あ
り
ま
し
た
。

一
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
青
森
、
Ｒ
Ａ
Ｂ
な
ど

の
ラ
ジ
オ
放
送
が
聞
け
る
よ
う

北
通
り
に
電
波
塔
を
建
て
る
よ

二
、
佐
井
管
内
で
携
帯
電
話
が
使

え
る
よ
う
関
係
機
関
へ
要
望
し

て
ほ
し
い
。

コ

に
つ
い
て
は
今
後
大
間
町
、

風
間
浦
村
と
協
議
し
て
、
関
係
機

関
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

二
、
に
つ
い
て
は
、
議
会
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
対
し
て

も
早
急
に
整
備
し
て
ほ
し
い
と
要

望
し
て
お
り
ま
す
。

○
投
書
す
る
場
合
は
、
匿
名
希
望

で
あ
っ
て
も
、
必
ず
氏
名
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。



たい せい△ 横 浜 太 生

（＝幸生・五月）磯 谷

△ 田 中 美 月

（ 晃 ・和子）福 浦

エ
コ
ー
は
が
き
が
七
月
一
日
に

発
売
さ
れ
ま
す
。
通
常
の
は
が
き

よ
り
五
円
お
得
で
村
の
Ｐ
Ｒ
写
真

も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
暑

中
見
舞
等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
こ
の
宝
く
じ
の
購
入
に
は
、
予

約
引
換
券
は
不
要
で
す
。」

戸籍の窓口
６月１５日現在

○ご結婚おめでとう

（ 溝 江 正 人 大佐井

山 本 夏 美 大間町

○おくやみ申し上げます

山 本 峯 一 （美 吉） 古佐井

中 西 幸 一 （孝 徳） 牛 滝

※個人のプライバシーを尊重する意味で

掲載してほしくない方は届出の際、係に

申し出て下さい。
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